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本書はオープンアクセスです。
以下のサイトより全文を公開しています。

「第Ⅱ部　教材編」の問題は PDFでダウンロードして
プリントしてご自由に授業でお使いください。
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▼同志社大学古典教材開発研究センター
https://kotekiri20.wixsite.com/cdemcjl

▼文学通信『未来を切り拓く古典教材』特設サイト
https://bungaku-report.com/kotekiri.html

全文インターネット公開中


